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　当社大阪事務所が活動に参加し
ている「北大江地区まちづくり実
行委員会」主催の音楽イベント。
11回目となる今年も様々なプログ
ラムで街全体が音楽で盛り上がり
ました。
　最終日恒例の北大江公園野外コ
ンサートは、今年は昼の開催。秋
晴れの空の下、公園の緑に包まれ
る中で、クラシックオーケストラを
中心に、子供から大人まで様々な
アーティストが登場し、お客様と演
奏者が一体となり盛り上がりました。

　「生きた建築」を通して、一味違った大
阪を感じられるイベント。通称「イケフェス」。
2013年、10プログラム12建物公開から
始まったイケフェスは年々拡大し、４回
目となる今年は、106プログラム76建物
が参加。近代建築から最新ビルまで様々
な建物が一斉に特別公開される日本最
大級！の建築イベントです。
　今年のキックオフイベントは、博多の
劇団「ギンギラ太陽’ s」による「ビル
がビル物語を語る？」ハチャメチャなイ
ケフェス紹介イベントを開催（11/4）。
毎年恒例となったクロージング公開シン
ポジウム（11/6）は、イギリスから「オ
ープンハウスロンドン」（毎年9月の2日
間、800建物が公開、イケフェスのモデ

生きた建築ミュージアムフェスティバル

　今回で12回目を迎える日本都市
計画家協会主催の「全国まちづく
り会議」。「伝統と創造のまちづくり
」をテーマに富山県高岡市で開催
されました。
　当社は、まちづくり等に取り組ん
でいる団体・企業の活動紹介パネ
ル展示やポスターセッションで「半
田赤レンガ建物」の紹介を行い、
参加者との間で活発な意見交換が
行われました。

全国まちづくり会議 
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安井オープンハウス

この秋、参加した
イベント等のご報告です。

　大阪事務所１階で開催する「安井オ
ープンハウス」。９回目となる今年は、
イケフェスのプログラムの一つとして日
程を合わせて開催しました。
　「●●●なBIMの世界」と題し、建物
を設計するツールである「BIM（※）」を
テーマに、映像やVRゴーグルなどを用
いた体験型の内容でご紹介しました。

※BIM（Building Information Modeling）：３次元
の建物のデジタルモデルに、構造や設備、コスト、
仕上げなど様々な情報を一つのデータで管理でき
る建築物のデータベース

ル）の創始者であるV・ソーントンさん
が参加し、オープンハウス25年の取り
組みを紹介。大阪府立大学の橋爪先生
等とイケフェスのこれからについてアツ
イ議論が繰り広げられました。
　今年も多くの方々が大阪の街と建築
を楽しんだ２日間になりました。来年の
イケフェスもお楽しみに。

9月16日（金）～10月16日（日）開催

写真：北大江たそがれコンサート実行委員会

event
大阪

event
大阪 北大江たそがれ
コンサートWeek 

event
富山

写真家 村井修   半田写真展 「めぐり逢ひ」

写真展の開催を記念し、写真集が赤々舎
より発行されました。変貌する時代と空間
を見つづけ、其処に宿る生命を刻印した
70年の足跡です。

●「TIME AND LIFE/時空」村井修 写真集

追悼　写真家 村井修さんは、愛した郷里・
半田での写真展閉幕を見届け、10月23日
にご逝去されました。最期まで奇跡の瞬間
を逃さない偉大な写真家でした。
ご冥福をお祈りいたします。
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1.写真展の様子。2.メイン
会場の半田赤レンガ建
物。3.オープニングパーテ
ィで知多酒を片手に談笑
する村井さん（右）と佐野
（左・当社社長）

10月15日（土）16日（日）開催

11月5日（土） 6日（日）開催

11月4日（金）5日（土）開催

10月9日（日）～15日（土）開催
　江戸時代から醸造業等で栄え、歴史
ある街並みが残る愛知県半田市を舞台
に、写真家 村井修さん（半田市出身）
の写真展が開催されました。美術館等
ではなく街に点在する建物（メイン会
場に「半田赤レンガ建物」、その他「旧
中埜半六邸」等全５会場）を会場にし
た日本史上最大級の一作家による街を
舞台にした写真展となりました。会期中
約５万人の方が来場し、醸造の香りと
歴史文化の薫りを感じながら、大小さ
まざまな会場を巡り、村井さんの写真
と半田の街を楽しみました。
　今回の写真展は、当社が実行委員会
の一員として携わりました。2015年に
半田赤レンガ建物（当社が利活用計画
と改修設計を担当）が竣工した際、佐
野（当社社長）が「ここで展覧会がで
きるのではないか？」と、村井さんの長
女 久美さんにつぶやいたのが始まりで
す。村井さんが故郷での写真展開催を
望まれていたこともあり、生涯回顧的な
展覧会として実現しました。

〒102-0093 東京都千代田区平河町1-3-14
〒540-0034 大阪市中央区島町2-4-7
〒461-0001 名古屋市東区泉1-10-23

UrbanDesignWorks
街
と
、と
も
に
成
長
す
る
。

ビルが語り出す「ギンギラ太陽’ｓ」の公演の様子
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１
９
９
９
年
３
月
に
当
時
の
森

ビ
ル
開
発
（
現
・
森
ト
ラ
ス
ト
）

と
の
業
務
提
携
が
始
ま
っ
た
。
多

く
の
都
市
レ
ベ
ル
の
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
、
両
社
の
全
社
的
協
働
体

制
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
。現
在
、

両
社
の
関
係
は
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
み
、
今
な
お
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
取
組
み
が
続
い
て
い
る
。

　

都
市
に
お
け
る
良
質
な
社
会
資

本
を
産
み
出
す
責
務
は
、
事
業
者

も
設
計
者
も
同
じ
か
も
し
れ
な

い
。
我
々
の
協
働
の
場
合
、
そ
の

社
会
資
本
と
は
、
時
と
し
て
道
路

で
あ
り
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で

あ
り
、
建
築
で
あ
り
、
ま
ち
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
の
社
会
資
本
の

持
続
可
能
性
は
、
社
会
性
、
経
済

性
に
裏
打
ち
さ
れ
た
質
の
高
さ
に

よ
っ
て
実
現
さ
れ
、
共
通
の
目
標

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

　

質
の
高
さ
の
と
ら
え
方
は
様
々

で
あ
る
。
同
じ
経
済
性
に
裏
付
け

ら
れ
た
質
の
高
さ
を
そ
れ
以
外
の

尺
度
で
客
観
的
に
判
断
す
る
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
。
建
築
空
間
や

都
市
空
間
を
産
み
出
す
上
で
設
計

者
が
も
っ
と
も
心
を
砕
く
部
分
の

一つ
で
あ
る
。
設
計
者
が
求
め
る
の

は
恒
久
的
で
普
遍
的
な
価
値
か
も

し
れ
な
い
。
一
方
、
事
業
者
に
と
っ

て
の
価
値
は
、
彼
ら
の
顧
客
の
価

値
を
通
訳
す
る
形
で
現
れ
る
。
そ

こ
に
は
恒
久
性
や
普
遍
性
も
も
ち

ろ
ん
一つ
の
答
え
で
あ
り
得
る
が
、

一
方
で
別
の
考
え
方
に
た
ど
り
着

く
場
合
も
あ
る
。
商
品
性
と
い
う

価
値
で
あ
る
。
こ
の
価
値
は
一
見
、

普
遍
性
や
恒
久
性
か
ら
遠
い
と
こ

ろ
に
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

一
方
で
こ
の
価
値
が
次
代
の
考
え

方
を
切
り
開
く
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
に
は
空
間
を
突
き
詰
め
る
の
と

は
全
く
異
な
る
視
点
、
志
向
が
隠

れ
て
い
る
。

　

東
京
汐
留
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
１

０
０
０
坪
を
超
え
る
巨
大
プ
レ
ー

ト
オ
フ
ィ
ス
で
世
界
標
準
先
端
の

ワ
ー
ク
プ
レ
イ
ス
を
実
現
し
た
こ

と
。
丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ
の

ホ
テ
ル
が
政
府
が
観
光
政
策
に
力

を
入
れ
始
め
た
こ
ろ
に
、
海
外
の

賓
客
を
迎
え
入
れ
る
た
め
の
「
国

際
級
ホ
テ
ル
」
の
あ
り
方
、
運
用

を
都
市
計
画
で
提
案
し
、
実
現
し

た
こ
と
。
東
京
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ト

虎
ノ
門
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー
で
海
外

か
ら
の
移
住
者
に
対
す
る
あ
ら
ゆ

る
サ
ポ
ー
ト
を
実
現
す
る
こ
と
で

国
家
戦
略
の
実
現
を
め
ざ
す
こ

と
。
こ
れ
ら
は
エ
ポ
ッ
ク
メ
イ
キ
ン

グ
な
新
し
い
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
と
そ
の

実
現
の
た
め
の
ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
の
追

従
に
よ
っ
て
初
め
て
実
現
で
き
る

も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
設
計
部
部
長　

熊
谷
泰
彦
）

森トラストとの協働による都市づくり森トラストとの協働による都市づくり＃04

1

京橋
トラストタワー

丸の内
トラストシティ

東京汐留
ビルディング



　

当
社
で
初
め
て
手
が
け
た

業
務
商
業
育
成
型
の
総
合
設

計
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
　

歴
史
的
に
建
物
高
さ
が
百

尺
（
約
31
ｍ
）
の
高
さ
で
統

一
さ
れ
て
い
た
中
央
通
り
に
面

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

高
層
部
を
後
退
さ
せ
て
、
低

層
部
は
隣
接
す
る
明
治
屋
ビ

ル
（
区
指
定
有
形
文
化
財
）

と
壁
面
の
位
置
及
び
高
さ
を

揃
え
る
と
と
も
に
石
張
り
に

よ
る
重
厚
な
質
感
を
表
現
す

る
な
ど
、
良
好
な
都
市
景
観

の
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

外
構
計
画
に
お
い
て
は
、

中
高
層
ビ
ル
が
密
集
す
る
高

密
度
な
市
街
地
と
な
っ
て
い
る

京
橋
エ
リ
ア
に
お
い
て
希
少
な

約
１
４
０
０
㎡
の
広
大
な
緑

動
可
能
と
し
て
い
る
。
な
お
、

サ
ン
ク
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、
再

開
発
地
区
計
画
（
当
時
）
に

お
い
て
土
地
利
用
を
支
え
る

た
め
に
整
備
が
求
め
ら
れ
る

２
号
施
設
（
現
・
主
要
な
公

共
施
設
）
で
あ
る
が
、
２
号

施
設
の
上
空
に
キ
ャ
ノ
ピ
ー
を

設
け
た
の
は
都
内
初
で
あ
る
。

　

ま
た
、
隣
接
敷
地
と
の
景

観
的
な
協
調
も
配
慮
さ
れ
、

敷
地
境
界
部
分
で
そ
れ
ぞ
れ

の
街
区
の
外
構
デ
ザ
イ
ン
を

協
調
さ
せ
、
公
共
性
と
利
用

度
の
高
い
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

を
生
み
出
し
て
い
る
。

　

本
計
画
は
、
再
開
発
地
区

計
画
の
活
用
に
よ
り
、
指
定

容
積
率
７
０
０
％
に
対
し
て
、

９
０
０
％
の
容
積
率
を
実
現

し
て
い
る
。

　

当
社
で
初
め
て
手
が
け
た

再
開
発
地
区
計
画
（
現
・
再

開
発
等
促
進
区
）
に
よ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

汐
留
地
区
に
お
い
て
は
、Ｊ

Ｒ
、
地
下
鉄
、
新
交
通
「
ゆ

り
か
も
め
」
な
ど
の
様
々
な

公
共
交
通
の
接
続
に
配
慮
し

て
、
地
表
に
加
え
て
、
地
下

歩
行
者
通
路
・
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
の
３
層
に
わ
た
る

歩
行
者
動
線
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
本
建
物
に
お
い
て
は
、

地
下
に
設
け
た
サ
ン
ク
ン
ガ

ー
デ
ン
の
上
部
に
キ
ャ
ノ
ピ
ー

（
庇
）
つ
き
の
３
層
吹
き
抜
け

の
空
間
を
整
備
し
て
、
い
ず

れ
の
レ
ベ
ル
か
ら
も
建
物
に
出

入
り
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
に

よ
っ
て
階
層
間
を
円
滑
に
移

本
館
と
Ｎ
館
の
間
の
ガ
ラ
ス

張
り
の
ガ
レ
リ
ア
を
起
点
と

し
て
水
と
緑
で
し
つ
ら
え
た

「
い
こ
い
の
広
場
」
の
整
備
を

行
な
っ
て
い
る
。「
い
こ
い
の

広
場
」
は
、
こ
の
土
地
か
ら

出
土
し
た
江
戸
城
外
堀
の
石

垣
や
玉
川
上
水
遺
構
を
再
表

現
し
、
周
辺
に
は
草
花
や
樹

木
を
配
置
し
、
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
、
落
ち
着
い
た
都
会

の
オ
ア
シ
ス
を
形
成
し
て
い

る
。
　

本
計
画
は
、
都
市
再
生
特

別
地
区
の
活
用
に
よ
り
、
指

定
容
積
率
９
０
０
％
に
対
し

て
、
１
３
０
０
％
の
容
積
率

を
実
現
し
て
い
る
。

地
広
場
「
グ
リ
ー
ン
コ
モ
ン

ズ
」
を
整
備
し
、
都
心
に
お

け
る
憩
い
の
場
を
形
成
し
て
い

る
。
　

ま
た
、
外
周
道
路
沿
い
に

広
幅
員
の
歩
道
状
空
地
を
整

備
し
て
地
域
の
歩
行
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
強
化
す
る
と
共

に
、
中
央
通
り
に
面
し
た
１

階
部
分
に
テ
ラ
ス
席
の
利
用

も
可
能
な
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
沿
道
の
に
ぎ
わ
い
形
成

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

本
計
画
は
、
総
合
設
計
制

度
に
よ
り
、
指
定
容
積
率
７

１
９
％
（
平
均
）
に
対
し
て

９
９
９
％
の
容
積
率
を
実
現

し
て
い
る
。

京
橋
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー

所在地：東京都港区東新橋一丁目
用途：事務所、ホテル、店舗 等
構造：S造・SRC造
規模：地上37階、地下4階、塔屋2階
敷地面積：17,847㎡
延床面積：191,394㎡
竣工：2005年1月
撮影：川澄・小林研二写真事務所

所在地：東京都中央区京橋二丁目
用途：事務所、ホテル、貸会議室、店舗 等
設造：S造・一部SRC造
規模：地上21階、地下3階、塔屋2階
敷地面積：4,403㎡
延床面積：52,430㎡
竣工：2014年2月
撮影：バウハウス ネオ

所在地：東京都千代田区丸の内一丁目
用途：事務所、ホテル、貸会議室、店舗 等
構造：本館及びＮ館　S造・一部SRC造
規模：本館　地上37階、地下4階、塔屋2階
規模：Ｎ館　地上19階、地下3階、塔屋2階
敷地面積：12,026㎡
延床面積：本館115,379㎡／Ｎ館65,195㎡
竣工：本館2008年11月／Ｎ館2003年9月
撮影：三輪晃久写真研究所

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
東
京

都
内
初
の
都
市
再
生
特
別
地

区
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ

る
。
　

空
地
だ
け
で
な
く
、
導
入

機
能
を
容
積
率
評
価
の
項
目

と
し
て
認
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
事
業
者
と
設
計

者
だ
け
で
な
く
、
東
京
都
と

共
に
、
様
々
な
視
点
で
検
討

を
行
っ
た
。
最
終
的
に
、
国

際
級
ホ
テ
ル
「
シ
ャ
ン
グ
リ
・

ラ 

ホ
テ
ル 

東
京
」、
訪
日
外

国
人
が
利
用
で
き
る
多
言
語

対
応
の
観
光
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ

ョ
ン
セ
ン
タ
ー
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
東

京
」
が
、
機
能
と
し
て
の
容

積
率
評
価
の
対
象
と
な
っ
て
い

る
。
　

整
備
に
当
た
っ
て
は
、
駅

前
広
場
の
再
整
備
に
加
え
て
、

丸
の
内
ト
ラ
ス
ト
シ
テ
ィ

国
人
の
生
活
を
包
括
的
に
サ

ポ
ー
ト
す
る
機
能
や
日
本
の

地
域
資
源
を
活
用
し
た
産
業

の
育
成
と
海
外
展
開
を
支
援

す
る
機
能
の
導
入
）、
防
災
対

応
力
の
強
化
、
都
市
環
境
の

向
上
等
の
様
々
な
取
り
組
み

を
事
業
者
と
共
に
提
案
し
、

容
積
率
の
評
価
に
結
び
つ
け

た
。

　

ま
た
、
江
戸
時
代
に
勧
請

さ
れ
３
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
葺
城
稲
荷
神
社
を
移

転
・
再
整
備
す
る
な
ど
、
地

域
に
根
付
い
た
取
り
組
み
も

行
っ
て
い
る
。

　

本
計
画
は
、
都
市
再
生
特

別
地
区
の
活
用
に
よ
っ
て
、

指
定
容
積
率
５
０
０
％
に
対

し
て
１
０
０
０
％
の
容
積
率

を
実
現
し
て
い
る
。

　
「
再
開
発
等
促
進
区
を
定

め
る
地
区
計
画
」「
都
市
再

生
特
別
地
区
」「
国
家
戦
略

特
区
」
の
三
つ
の
事
業
手
法

を
活
用
し
た
日
本
初
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
国
家
戦

略
特
別
区
域
に
お
け
る
国
家

戦
略
都
市
計
画
建
築
物
等
整

備
事
業
と
し
て
初
め
て
内
閣

総
理
大
臣
の
認
定
を
受
け
て

い
る
。

　

空
地
の
整
備
に
加
え
て
、

都
市
基
盤
の
整
備
（
幅
員
12

ｍ
の
道
路
の
整
備
や
地
下
鉄

駅
に
接
続
す
る
地
下
歩
行
者

通
路
の
整
備
な
ど
）、
み
ど
り

の
創
出
（
生
物
多
様
性
に
配

慮
し
た
約
３
０
０
０
㎡
の
緑

地
「
葺
城
の
森
」
の
整
備
な

ど
）、
国
際
競
争
力
の
強
化
に

向
け
た
都
市
機
能
の
導
入（
外

東
京
ワ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ト

虎
ノ
門
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ
ー

所在地：東京都港区虎ノ門四丁目
用途：事務所、ホテル・サービスアパートメン

ト、共同住宅、店舗、カンファレンス、生活
支援施設、産業育成施設、神社 等

構造：S造・一部SRC造・一部RC造
規模：地上38階、地下3階
敷地面積：16,210㎡
延床面積：約195,200㎡
竣工：2020年3月予定

東
京
汐
留
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

4 3

て
い
き
ま
す
。『
丸
の
内
ト
ラ

ス
ト
タ
ワ
ー
本
館
』
で
は
、

国
際
拠
点
都
市
と
の
比
較
に

基
づ
く
東
京
都
心
部
に
お
け

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
テ
ル
の
不

足
、
お
よ
び
必
要
性
を
い
ち

早
く
提
言
し
、
２
０
０
５
年

に
東
京
都
心
地
域
初
の
「
都

市
再
生
特
別
措
置
法
に
基
づ

く
都
市
再
生
特
別
地
区
」
の

都
市
計
画
決
定
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
の
『
仙
台
ト
ラ

ス
ト
シ
テ
ィ
』、『
京
橋
ト
ラ

ス
ト
タ
ワ
ー
』
に
お
き
ま
し

て
も
外
資
系
ホ
テ
ル
ブ
ラ
ン

ド
の
誘
致
、
運
営
を
お
こ
な

っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
我

が
国
の
国
際
競
争
力
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
に
必
要
な
都

市
機
能
と
し
て
、
10
月
17
日

着
工
の
『
東
京 

ワ
ー
ル
ド
ゲ

ー
ト 

虎
ノ
門
ト
ラ
ス
ト
タ
ワ

ー
』
で
は
、
生
活
・
医
療
・

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
包
括
的
な
外

国
人
サ
ポ
ー
ト
機
能
、
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
育
成
・
支
援
機

能
を
提
案
し
、
２
０
１
５
年

に
国
家
戦
略
特
区
に
お
け
る

初
の
「
国
家
戦
略
都
市
計
画

建
築
物
等
整
備
事
業
」
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
を

見
据
え
、
従
来
の
ハ
ー
ド
型

都
市
計
画
の
枠
組
を
超
え

た
、
新
た
な
都
市
開
発
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　
森
ト
ラ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
で

は
都
市
に
高
い
プ
レ
ミ
ア
ム

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
、「
職
」「
住
」「
憩
」「
楽

」
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
一
流

の
空
間
を
実
現
し
て
い
く
こ

と
を
都
市
開
発
の
理
想
に
掲

げ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
東

日
本
大
震
災
以
後
は
か
ね
て

よ
り
重
視
し
て
き
た
防
災
・

環
境
性
能
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
業
界
最
高
水
準
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

　
開
発
計
画
の
推
進
に
際
し

て
は
様
々
な
開
発
諸
制
度
を

効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
常
に
社
会
の
ニ
ー
ズ
を

意
識
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン

の
発
想
で
開
発
計
画
を
進
め

従来の枠組みを超えた
新たな都市開発の実現を
目指します

森トラスト株式会社取締役
不動産開発本部管掌
増永義彦さん

of person in charge
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まち調査人

上田至一

調査No.

スタッフが
まちを歩いて

気になるネタをご紹介

こ
と
な
ら
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

コ
ン
ダ
ク
タ
ー
一
同
で
、
武
蔵

浦
和
駅
周
辺
地
区
を
肴
に
ゆ

っ
く
り
杯
を
傾
け
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

参
考
文
献

『
建
築
美
学
講
義
』
上
松
佑

二
／
中
央
公
論
美
術
出
版

『
ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ　
エ
デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー

ン
ズ
と
の
対
話　
コ
ー
チ
ン
グ

と
は
「
信
じ
る
こ
と
」』
生
島

淳
／
文
芸
春
秋

し
支
え
な
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
で
あ
れ
ば
、
８
棟
の

超
高
層
建
物
の
林
立
は
８
人

の
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
）

芸
術
家
の
競
演
と
言
え
そ
う

で
す
。
そ
の
こ
と
自
体
が
都

市
景
観
の
質
を
保
証
す
る
も

の
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
す

が
、
こ
こ
に
顕
れ
た
建
築
群

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
高
い
意
識

で
タ
ク
ト
を
振
っ
た
所
産
で
あ

ろ
う
こ
と
か
ら
、
私
に
は
愛

お
し
く
思
え
ま
す
。
で
き
る

で
あ
る
大
学
の
恩
師
は
、
建

築
に
は
目
的
が
あ
る
に
し
て

も
、
カ
ン
ト
が
要
求
し
て
い

る
よ
う
に
関
心
や
概
念
を
離

れ
純
粋
美
的
体
験
を
味
わ
う

こ
と
は
充
分
可
能
と
い
う
立

場
で
す
。
公
共
性
の
高
い
大

規
模
開
発
に
携
わ
る
者
に
と

っ
て
、
都
市
景
観
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
極
め
て
重
要
で
す
が
、

久
し
ぶ
り
に
武
蔵
浦
和
駅
周

辺
地
区
を
訪
れ
て
、
こ
の
建

築
群
の
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
達
は
、

再
開
発
と
い
う
概
念
の
塊
で

あ
る
事
業
の
中
に
お
い
て
、

調
和
と
距
離
を
お
き
「
百
花

繚
乱
」
を
志
向
し
た
（
で
あ

ろ
う
）
と
思
做
し
た
次
第
で

す
。
　

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
の
エ

デ
ィ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
元
ヘ
ッ

ド
コ
ー
チ
は
、
コ
ー
チ
ン
グ
に

も
ア
ー
ト
は
あ
る
と
言
い
ま

す
。
そ
の
意
味
は
、
目
指
す

結
果
を
得
る
た
め
に
い
く
つ
も

の
選
択
肢
か
ら
最
善
を
選
ぶ

「
見
立
て
」
が
ア
ー
ト
な
の
だ

と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
を
再
開
発
の
仕
事
に
当
て

は
め
る
と
、
地
権
者
、
参
加

組
合
員
の
意
向
や
資
金
管
理
、

行
政
対
応
等
々
、
様
々
な
調

整
事
を
整
理
し
な
が
ら
建
物

を
竣
工
に
結
び
つ
け
る
業
の
こ

と
を
、
ア
ー
ト
と
言
っ
て
差

低
層
部
の
商
業
施
設
に
は
活

気
が
あ
り
、
建
物
を
高
層
化

す
る
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
た

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
は
、
居

住
者
や
就
業
者
、
買
い
物
客

の
方
々
が
、
思
い
思
い
の
過

ご
し
方
を
さ
れ
て
い
て
、
街
の

成
熟
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
ま
た
、
人
口
の
増

加
に
伴
い
街
区
の
隙
間
や
未

整
備
街
区
で
の
商
業
活
動
が

盛
ん
に
な
り
、
綺
麗
に
整
っ

た
街
区
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

が
際
立
っ
て
、
不
思
議
と
魅

力
的
な
都
市
空
間
が
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

都
市
景
観
の
見
解
に
つ
い
て

は
様
々
な
議
論
が
あ
り
ま
す

が
、
美
の
純
粋
性
を
求
め
た

近
代
美
学
の
樹
立
者
で
あ
る

イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
は
、
建

築
に
は
概
念
や
関
心
、
目
的

が
あ
る
こ
と
か
ら
建
築
に
お

け
る
美
を
附
庸
美
と
呼
ん
で

い
ま
す
。
建
築
を
含
む
多
様

な
要
素
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

都
市
景
観
に
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
方
、
建
築
美
学
の
研
究
者

ム
ザ
タ
ワ
ー
と
第
６
街
区
の

ラ
イ
ブ
タ
ワ
ー
が
既
に
竣
工

し
て
い
ま
し
た
が
、
都
市
活

動
の
多
様
性
を
謳
う
に
は
ま

だ
ま
だ
道
半
ば
で
、
私
自
身
、

仕
事
が
早
く
終
わ
っ
た
時
は

赤
羽
に
、
終
電
間
近
で
帰
る

時
に
は
新
宿
に
寄
り
道
し
て

帰
る
す
さ
ん
だ
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
が
、
武
蔵
浦
和

駅
周
辺
で
暖
簾
を
く
ぐ
る
こ

と
は
と
う
と
う
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

10
年
経
っ
て
訪
れ
た
武
蔵

浦
和
は
、
再
開
発
事
業
に
よ

り
街
区
や
駅
前
広
場
、
公
益

施
設
の
整
備
が
進
み
、
７
棟

の
超
高
層
住
宅
が
林
立
し
て

い
て
、
今
年
度
末
に
は
８
棟

目
の
超
高
層
住
宅
が
竣
工
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
４
〜
２
０
０
６
年

に
設
計
監
理
を
担
当
し
た
、

武
蔵
浦
和
駅
第
８
│
１
街
区

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

（
ミ
ュ
ー
ズ
シ
テ
ィ
）
が
竣
工

後
10
年
の
節
目
を
迎
え
た
の

を
期
に
、
久
し
ぶ
り
に
武
蔵

浦
和
駅
周
辺
を
散
策
し
て
き

ま
し
た
。

　

ミ
ュ
ー
ズ
シ
テ
ィ
の
位
置
す

る
武
蔵
浦
和
駅
周
辺
地
区

は
、
さ
い
た
ま
市
の
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
副
都
心

と
位
置
づ
け
ら
れ
、
職
住
が

近
接
し
た
緑
豊
か
な
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
街
を
目
指

す
と
と
も
に
、
都
市
活
動
を

多
様
化
す
る
役
割
が
求
め
ら

れ
て
い
る
地
区
で
す
。

　

私
が
常
駐
監
理
を
行
っ
て

い
た
頃
は
、
第
２
街
区
の
ラ

現況、上位計画等を踏まえたＫ市の対象敷地に係るＳＷＯＴ分析

Ｈ勉強会
　Ｈ市のホール建替えに伴う周辺市有地も含め
たＰＲＥ活用を検討するもので、現在までに４
回開催されています。市と情報交換しながら、ホ
ール及び民間収益施設の配置検討、ホールの計
画内容の検討、事業の成立性の検討を進めてい
ます。

Ｓ勉強会
　Ｓ市の本庁舎移転に伴う本庁舎跡地及び周辺
市有地のまちづくり検討を行うもので、現在まで
に１回開催され、今年度の検討の方向性を議論
しています。

Ｋ勉強会
　Ｋ市の本庁舎機能更新に伴う現本庁舎敷地の活用方策を検討するも
ので、現在までに７回開催されています。本庁舎の移転整備を前提に、
本庁舎の窓口機能を現地に残しながら、残りの土地を民間事業者が活
用する枠組みで検討を行い、９月に市に対して中間報告を行いました。
　現在は、市の意見を踏まえて、他の公共施設の現庁舎敷地への集約
化及びその跡地の活用も含めて検討を進めています。

　2016年度は、昨年度に引き続き、東海大学杉本研究室と共に、ＰＲＥ（公的不動産）の活
用について 、首都圏の３地区を対象にケーススタディを行っています。
　５月の第１回全体会の開催後、各地区の個別の勉強会で検討を進め、12月に第２回全体
会を開催して、検討状況を踏まえた議論を行っています。

▪ＩＴ関連企業の集積
▪県・市による健康寿命延伸の取り組
み
▪外国人観光客の増加
▪近傍の洒落たスターバックス

【ＳＯ戦略】
▪ＩＴ企業向けオフィスビル
▪スポーツ関連施設（フィットネス、スパ等）

▪駅西口より徒歩5分程度
▪緑豊かな環境

▪観光客は駅東口がメイン
▪日帰り観光客がメインのため、一人当たり
観光消費額は比較的小さい
▪埋蔵文化財で掘削できない部分がある
▪まとまった敷地の確保が難しいエリアである

強み　Ｓ 弱み　Ｗ

▪人口減少
▪生産年齢人口及び年少人口の減少と
老年人口の増加に起因する全国有数
の速さでの超高齢化の進展
▪県平均を下回る合計特殊出生率

【ＳＴ戦略】
▪女性の就業・起業支援施設（公共部分に支
援拠点、民間部分にシェアオフィスや高付
加価値型子育て支援施設等）
▪介護サービス施設（デイケア）

【ＷＴ戦略】
▪マンション

機
会　

Ｏ

脅
威　

Ｔ

【ＷＯ戦略】
▪宿泊施設
▪クリニック
▪観光客向けの物販や飲食施設（飲食は宿泊
連携した場合の顧客層想定により高付加価
値型も考えられる）
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